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① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今後の方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

　今年度に本市の地域スポーツに関する今後の方向性を検討していく。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

　３％増加の目標に対して、４．３％の減少であった。
　また愛知駅伝に関しては、目標を上回る順位を確保できた。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

　漫然と前年度事業を踏襲するのではなく、市民ニーズを的確に把握する必要がある。

各事業の前年度の参加者数の平均増加率＋３％を目指す。

愛知万博記念市町村対抗駅伝大会の市部門の順位向上を目指す。

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

　少子高齢化の進展に伴い、今後は健康をキーワードとした本市スポーツ行政のあり方を検討していく必
要がある。

実績
C

目標

35 32
実績 － － 33 29

B 市部門の順位向上 位
目標 － －

－ 3.0
実績 － － － ▲ 4.3

25年度 26年度 27年度 28年度

A 各事業の参加者数の平均増加率 ％
目標 － －

決算 14,557

成
果
推
移

成果指標 単位 区分 24年度

11,121

人件費(B) 千円 決算 3,436

26年度 27年度

事業費(A) 千円
予算 11,802
決算

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 24年度 25年度

総コスト(A)＋(B) 千円

愛知万博記念市町村対抗駅伝大会事業 継続

文化スポーツクラブ事業 継続

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

　市民が参加できるスポーツ種目の増加を図り、市民の健康意識の向上や家庭、地域の交流を推進する。

事業を
構成する
事務事業

社会体育事業 継続 学校プール開放事業 継続

マラソン大会事業 継続

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

　軽スポーツやファミリースポーツの普及およびレクリエーションスポーツ等の開催
　年齢層にふさわしいスポーツ教室や健康づくり教室の開催や場の提供
　競技スポーツの推進

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

　市民（在勤、在学者を含む）

施策の進め方 スポーツ活動の推進

まちづくり
行程表

フラッグ

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針 文化をみがき、人が輝くまち

分野別項目 だれもが楽しむ生涯スポーツを進める

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 地域社会体育事業 担当部課 くらし文化部　生涯学習課



事業名

番号 ①

1.事務事業の目的 5.評価

2

3

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 3,162
決算 2,887

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 － － 100.0 100.0
実績 － － 82.2 83.8
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

　杁ケ池体育館内に「スポーツ教室」の応募状況などが確
認できる掲示板を設置して、使用者に対するＰＲを行い参
加率の向上を目指す。

申込率 ％

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

　スポーツを楽しむことで、健康で元気な生活を送れる
ようにする。

効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 地域社会体育事業

事務事業名 社会体育事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

　市内在住、在勤、在学の方に、市内のスポーツ施設を
使用し、スポーツ教室を開催する。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地



事業名

番号 ②

1.事務事業の目的 5.評価

3

3

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 777
決算 747

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 － － 1,470 1,540
実績 － － 1,153 1,189
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

　

　平成２７年度までは会場の関係でコースが変わったが、今後
は、現在のコースを継続して使用することとする。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

今後の方向性としては継続としますが、以下の３つにも取
り組む。
１杁ケ池体育館内に掲示板などを新たに設置して案内す
る。
２新しく始まる、健康マイレージ事業と連携しチラシ等で
　早めに案内する。
３新たにコスプレ賞などを導入する。

参加者数 人

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

3

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

　スポーツを楽しむことで、健康で元気な生活を送れる
ようにする。

効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 地域社会体育事業

事務事業名 マラソン大会事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

 走ることが好きな人を対象に愛・地球博記念公園を使
用して新春ふれあいマラソン大会を開催する。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地



事業名

番号 ③

1.事務事業の目的 5.評価

3

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 5,405
決算 5,402

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 － － 85 85
実績 － － 85 107
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

　部活動顧問の負担増に伴う、今後の部活動のあり方を地域も交
えて検討する必要がある。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

　当初は総合型地域スポーツクラブ設立の体制が整うまで
の間の事業として進めてきた経過があるので、これらの整
理を進めていく。

指導者数 人

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

3

達成度 3

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

　土日祝日を児童生徒が有意義に過ごせるようにする。
効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 地域社会体育事業

事務事業名 文化スポーツクラブ事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

　学校週５日制を契機に、児童生徒の学校部活動を地域
や行政と共に支援するもの（外部指導者、指導手当の予
算化、大会の開催等）

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地



事業名

番号 ④

1.事務事業の目的 5.評価

3

3

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 2,213
決算 1,965

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 － － 2,350 2,300
実績 － － 1,557 1,424
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

　平成２７年度までは長久手小学校１校での開催だったが、平成
２８年度からは、長久手小学校と南小学校の２校にて開催する。

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

　学校施設開放事業は、本市のスポーツ振興の大きな柱で
あり、市民へのＰＲも含めて積極的に取り組んでいく。

参加者数 人

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

3

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

　市民の健康増進と体力づくりの場を提供するという観
点から、自主的なスポーツ活動に取り組んでもらう。

効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 地域社会体育事業

事務事業名 学校プール開放事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

　市内外の者に８月の夏休み期間中に長久手小学校の
プールを開放する。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地



事業名

番号 ⑤

1.事務事業の目的 5.評価

3

3

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 245
決算 120

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 － － 35 32
実績 － － 33 29
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

　平成２７年度から長久手市体育協会の中に長距離走部が
できたため、各個人の目標タイムなども設定し練習方法な
どが確立したことから、従来より安定した走りができてい
る。

市部門の順位向上 位

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

3

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

　市町村の交流や広域で行うスポーツに親しんでもら
う。

効率性

公平性

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 地域社会体育事業

事務事業名 愛知万博記念市町村対抗駅伝大会事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

　市内在住、在勤、在学（小・中・高生は保護者が在住
の方）等の条件の下、県内５４市町村の代表者が、モリ
コロパークを利用し、駅伝にて順位を競う。
　市部門については、全３８市である。

項目 評価

妥当性

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地


